









































































































































































































































































































































































































































1 2 1 6
9 4
合計 30 3 i3 7 6 0 3 4 13 3
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談話1 1 7 6 3 2 1
1 21
談話2 2 3 5 5 4
1 20
談話3 1 8 3 2 1 1
1 17
合計 4 0 i8 0 14 10 5
3 0 1 3 58
























『SFJ』割合 36．6％ 3．7％ 15．9％ 8．5％ 7．3％ 0％ 3．7％ 4．9％ 15．9％ 3．7％
自然会話割合 6．9％ 0％ 31％ 0％ 24．1％ 17．2％ 8．6％ 5．2％ 1．7％ 5．2％
表4をみると、「ね」の出現率が一番高いのは、『SFJ」では、「確認要求」であるの
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に対して、自然会話では、聞き手のなわばりにある「注目表示」であることがわかる。
ただし、今回収集した会話は、初対面の会話に限られたため、「確認要求」が出ること
が少なかったと思われる。自然会話で最も出現率が高い聞き手のなわばりにある「注目
表示」は、『SFJ』では2位であり、大きな割合をしめている。日本語初級教科書では、
話し手が相手の共感を得るために、自分自身のコメントに「ね」をっけるストラテジー
が重要視されていることがうかがえる。
　次に出現率が高いのは、自然会話では、情報が話し手のなわばりにある「話し手情報
提供」である。話し手は「ね」によって、聞き手を話の中に引きこみ、聞き手との間に
話題への一体化・共有化が生じることを図っていると考えられる。この機能は「SFJ」
では7．3％であった。
　自分のことを相手に述べるときは、相手が知らないことだから、「ね」を使わないの
が普通であると考えられるが、実際の会話を聞いてみると、自分の考えや感じ、経験あ
るいは行動にっいて話すときも「ね」が使用されることが見られる。日本語教育では、
この「ね」を取り扱うとき、どういう場合に使え、どういう場合に使ってはいけないか
を指導する必要があると思われる。
　それから、情報が話し手のなわばりにある「注目表示」の出現率は、自然会話では3
位であることがわかる。自分のなわばりにある情報を聞かれたとき、「注目表示」の
「ね」を使用することによって、口調が緩和され、聞き手の面子を保っことができると
考えられる。しかし、『SFJ』にはこういう使い方の「ね」が現れていない。日本語教
育では、確認を要求された時、「そうですね」のような応答が許されないように扱って
いるためではないかと考えられる。では、どうして実際の会話ではあり得るのだろうか。
筆者は、対人関係の配慮のために、「ね」の使用にゆれが現れているのではないかと考
えているが、今の段階では、結論は出せない。
　自然会話では「行為要求」、聞き手のなわばりの「聞き手情報提供」は見られなかっ
た。初対面の会話という特殊な状況では、相手に依頼することが起こりにくいし、聞き
手より聞き手自身の情報をよく知っているということも考えにくいため、「ね」が現れ
なかったのではないかと考えられる。
8．おわりに
　「ね」は初級段階から習っているが、未だに正しく使用できない学習者が多く見られ
る。小論では、日本語初級教科書における「ね」の使用の分類を試み、「ポライトネス」
とのかかわりから考察した。さらに、実際の自然会話を3組収集し、教科書と実際の自
然会話で、「ね」の使用にどういう違いがあるかを分析した。
　小論が、今後、日本語教師として、私が教壇で「ね」を導入する際に、学習者に
「ね」のコミュニケーション機能を指導するのに役立っことを願っている。
99（xxxii）
「ね」のコミュニケーション機能
注
1小論で記述した「なわばり」は神尾（1990）の「情報のなわばり」とは区別され
　　る。神尾（1990）の「情報のなわばり」は、話し手が情報を持っているか、それ
　　とも聞き手が情報を持っているかを指している。小論の「なわばり」は、情報内
　　容が話し手の領域に属するものか、聞き手の領域に属するものかを指す。
2文字化の表記は寺村（1990）に基づいた。
3　四捨五入の関係で合計の割合は100％ではなく、100．2％になった。
4　同上で合計の割合は100％ではなく、99．　9％である。
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